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結

果

一
般
書

ね
こ
の
法
律
と
お
金

一
般
書

宇
宙
飛
行
士
に
聞
い
て
み
た
！

一
般
書

作
り
か
け
の
明
日

児
童
書

お
お
か
み
の
お
な
か
の
な
か
で

お
お
か
み
に
食
べ
ら
れ
た
ね
ず
み

は
、
お
な
か
の
中
で
、
あ
ひ
る
と

出
会
い
ま
し
た
。
元
の
世
界
に
戻

り
た
く
な
い
と
い
う
、
あ
ひ
る
。

ね
ず
み
は
お
お
か
み
の
お
な
か
の

中
で
あ
ひ
る
と
暮
ら
す
こ
と
に

…

。
　
愛
猫
が
交
通
事
故
に
。
治
療
費

は
請
求
で
き
る
？
災
害
時
、
避
難

所
に
連
れ
て
い
け
る
？
猫
と
の
暮

ら
し
の
中
で
遭
遇
す
る
様
々
な
ト

ラ
ブ
ル
を
回
避
す
る
方
法
や
、
お

金
の
問
題
を
、
法
律
の
専
門
家
が

解
説
す
る
。
「
ね
こ
検
定
」
の
サ

ブ
テ
キ
ス
ト
に
も
使
え
る
一
冊
。

　
ど
こ
で
空
が
お
わ
っ
て
宇
宙
に

な
る
の
？
訓
練
の
間
、
な
に
を
勉

強
す
る
の
？
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
に
百
八
十
六
日
滞
在
し
た
宇

宙
飛
行
士
が
、
打
ち
上
げ
、
訓

練
、
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

暮
ら
し
、
船
外
活
動
な
ど
に
関
す

る
多
く
の
質
問
に
答
え
る
。

　
十
年
前
の
実
験
失
敗
の
影
響
で

終
末
思
想
が
蔓
延
す
る
街
。
運
命

の
日
へ
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
が
続

く
中
、
実
験
に
関
わ
っ
た
二
つ
の

組
織
は
問
題
解
決
の
鍵
と
な
る
人

物
・
ハ
ル
カ
を
奪
い
合
い
、
対
立

を
深
め…

。

（３～５歳向け）

ジ
ョ
ン・ク
ラ
ッ
セ
ン

　絵

（
徳
間
書
店
）

渋
谷

　寛

　監
修

（
廣
済
堂
出
版
）

　テ
ィ
ム・
ピ
ー
ク

　著

（
日
本
文
芸
社
）

三
崎

　亜
記

　著

（
祥
伝
社
）

参
加
者
募
集

そ
の
他

♥

　文
化
財
子
ど
も
広
場

　昔
ば
な
し・ア
ニ
メ
上
映
会

　
ま
ん
が
日
本
昔
ば
な
し
・
ア
ニ
メ
上
映
会

を
開
催
し
ま
す
。
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
に

は
、
お
み
や
げ
も
あ
り
ま
す
。
ご
家
族
お
そ

ろ
い
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
内
容
　
一
寸
法
師
、
田
植
地
蔵
ほ
か

▼
対
象
　
幼
児
、
小
学
校
低
学
年

▼
と
き
　
二
月
九
日
（
土
）
午
前
十
時
〜
午

前
十
一
時
三
十
分

▼
と
こ
ろ
　
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
三
階
　
視

聴
覚
室

▼
参
加
費
　
無
料

▼
問
合
せ
　
豊
山
町
文
化
財
研
究
会
　
岡
島

ひ
か
る
　
☎
２８･

０
０
２
８

　町
民
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

　　
体
育
協
会
主
催
に
よ
る
第
三
十
二
回
町
民

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
　
三
月
十
四
日
（
木
）
午
後
七
時
三

十
分
〜
（
受
付
は
午
後
七
時
〜
）

▼
と
こ
ろ 

小
牧
コ
ロ
ナ
キ
ャ
ッ
ト
ボ
ウ
ル
　

（
小
牧
市
村
中
新
町
３
３
　
☎
４１
・
２
２
８

８
）

▼
対
象
　
町
内
在
住
・
在
勤
の
方
（
中
学
生

以
上
）

▼
定
員
　
先
着
八
十
人

▼
参
加
費
　
千
六
百
円(

貸
靴
代
無
料)

▼
表
彰 

一
位
〜
五
位
、
飛
び
賞
あ
り
（
男

性
・
女
性
別
の
年
齢
ハ
ン
デ
ィ
制
）

▼
申
込
締
切
　
二
月
二
十
六
日
（
火
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ
　
豊
山
町
体
育
協
会

☎
２８
・
２
２
１
２
　
ボ
ウ
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
長

中
西
正
司
　
☎
２８
・
２
５
０
５

特
　
集

情
報
コ
ー
ナ
ー

ま
な
び
す
と

キ
ラ
リ
健
康
ナ
ビ

わ
い
わ
い
プ
ラ
ザ

町
政
あ
ん
な
い

特
　
集

情
報
コ
ー
ナ
ー

ま
な
び
す
と

キ
ラ
リ
健
康
ナ
ビ

わ
い
わ
い
プ
ラ
ザ

町
政
あ
ん
な
い

ゆめっ子の
おはなし会2/16 2/14 おひさまのおはなし会

▼と　き　２月１４日（木）　
　　　　　午前10時30分～

▼ところ　総合福祉センター
　　　　  しいの木

▼対　象  乳幼児

▼と　き　２月１６日（土）　
　　　　  午後1時30分～

▼ところ　社会教育センター
　　　　  幼児遊戯室

▼対　象　小学校低学年、幼児

みんなの広場社会教育センター図書室　☎28-5449 

編
集
後
記

青
山
克
己
　
選

豊
山
俳
句
ク
ラ
ブ

豊
山
歌
壇

水
野
笑
子
　
選

　
　
　
　
　
　
　
　
　荒
川
昌
枝

今
朝
の
空
ひ
つ
じ
が
群
な
す
ご
と
き
雲

北
東
め
ざ
し
移
動
し
て
行
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　安
藤
定
岳

仏
前
の
果
物
見
付
け
て
手
を
合
は
せ

一
人
頂
き
し
半
世
紀
前
思
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　一
柳
千
鶴
子

公
園
の
木
木
の
彩
り
鑑
賞
と

出
で
来
し
半
日
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
と
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　井
上
と
よ
ほ

知
ら
ぬ
間
に
歳
を
重
ね
し
吾
あ
り
て

高
齢
と
云
ふ
自
覚
も
な
き
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　木
村
和
子

起
き
て
立
つ
こ
の
当
り
前
美
し
く

目
を
ま
ば
た
け
り
二
度
も
三
度
も

　
　
　
　
　
　
　 

　
　小
出
寿
枝

手
も
足
も
動
か
す
こ
と
は
大
好
き
に

如
何
に
せ
む
か
と
悩
む
こ
の
頃

　
　
　
　
　
　
　 

　
　佐
藤
良
子

ご
み
の
日
と
知
り
て
か
カ
ラ
ス
電
柱
に

鳴
け
ば
森
よ
り
応
ふ
る
が
あ
り

　
　
　
　
　
　
　 

　
　柴
田
満
枝

先
生
と
友
ら
に
支
へ
ら
れ
続
け
来
て

表
彰
状
受
く
感
謝
感
涙

　
　
　
　
　
　
　 

　
　鈴
木
弘
香

柿
実
る
秋
に
は
医
者
が
青
く
な
る
と

言
は
る
る
も
吾
の
体
調
は
夏
ば
て

　
　
　
　
　
　
　 

　
　中
澤
芳
子

両
陛
下
最
後
と
な
り
し
海
づ
く
り

行
幸
啓
の
眼
差
し
さ
は
や
か

冬
の
蠅
動
か
ざ
る
ま
ま
ゐ
て
あ
は
れ

ち
ぎ
れ
飛
ぶ
雲
の
迅
さ
よ
冬
に
入
る
岡
島

　齋

杉
浦
み
ど
り

残
菊
の
強
く
香
り
て
崩
れ
を
り
坪
井
径
子

馬
防
柵
秋
日
に
低
く
影
を
引
き青
山
と
も
子

フ
ル
ー
ト
が
奏
で
る
夜
の
ク
リ
ス
マ
ス

水
野
眞
弓

山
の
辺
に
も
み
じ
色
づ
き
水
鏡
黒
澤
裕
子

日
が
落
ち
て
や
が
て
雪
降
る
街
と
な
る

高
木
須
磨
子

紫
の
花
で
す
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
で
す

夕
映
え
や
コ
ツ
ン
コ
ツ
ン
と
枯
る
る
山

山
下
敬
太

小
春
日
や
ど
こ
か
ら
と
な
く
人
の
声

田
村
多
喜
子

坪
井
昭
子

落
葉
掃
く
縦
一
列
の
男
た
ち
石
黒
貴
代
子

ま
だ
雪
は
来
ぬ
ぞ
峠
は
枯
れ
い
そ
ぐ
青
山
克
己

2/9

2/28

3/14

　町
民
チ
ュ
ッ
ク
ボ
ー
ル
大
会
結
果

　
十
二
月
十
六
日
（
日
）
、
体
育
協
会
主
催

に
よ
る
第
二
十
九
回
町
民
チ
ュ
ッ
ク
ボ
ー
ル

大
会
が
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
ア
リ
ー
ナ
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。

▼
Ａ
級
の
部

優
　
勝
　
瀬
上

準
優
勝
　
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
Ｂ
Ａ‐

Ｘ

▼
Ｃ
級
の
部

優
　
勝
　
セ
ン
モ
ラ
コ
ッ
ト

準
優
勝
　
ヤ
ク
バ

　
な
お
、
ク
ラ
ブ
員
の
募
集
を
随
時
行
っ
て

お
り
ま
す
。
お
気
軽
に
ク
ラ
ブ
長
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
　
豊
山
チ
ュ
ッ
ク
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

長
　
窪
田
行
康
　
☎
０
９
０
・
２
３
４
０
・

０
２
０
２
　
豊
山
町
体
育
協
会
　
☎
２８
・
２

２
１
２　シ

ニ
ア・ゴ
ル
フ
倶
楽
部

　体
協
競
技
大
会
結
果

　　
十
二
月
二
十
四
日
（
月
・
祝
）
、
豊
山
町

体
育
協
会
主
催
競
技
大
会
（
第
二
十
三
回
）

が
、
こ
ぶ
し
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
に
て
Ｗ
ペ
リ
ア

方
式
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
二
十
四

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
（
数
字
は
ス
コ
ア
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ

プ
の
順
）
。

優
　
勝
　
河
村
正
典
　
７
０
．４
　
３
３
．６

準
優
勝
　
水
野
優
　
７
１
．６
　
２
０
．４

第
三
位
　
鈴
木
康
文
　
７
２
．６
　
１
４
．４

Ｂ
Ｂ
賞
　
河
村
繁
樹
　
８
１
．０
　
２
４
．０

Ｂ   

Ｇ
　
鈴
木
康
文
　
８
７（
４
１
・
４
６
）

▼
問
合
せ
　
豊
山
シ
ニ
ア
・
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

会
長
　
安
藤
茂
市
　
☎
２８
・
１
６
６
３

　「
家
庭
の
日
」強
調
月
間

　　
県
で
は
、
親
と
子
が
対
話
す
る
機
会
を
つ

く
ろ
う
と
い
う
趣
旨
で
、
毎
月
第
三
日
曜
日

を
家
庭
の
日
に
定
め
「
親
と
子
の
対
話
が
つ

く
る
よ
い
家
庭
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
県
民
運

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
二
月
は
そ
の
強
調

月
間
で
す
。

　
親
子
の
会
話
を
増
や
す
た
め
に
、
「
朝
の

挨
拶
を
す
る
」
「
一
緒
に
食
事
を
す
る
」

「
一
緒
に
読
書
を
す
る
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

の
家
庭
で
工
夫
し
て
、
明
る
く
対
話
の
あ
る

家
庭
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
　
県
県
民
文
化
部
社
会
活
動
推
進

課
　
☎
０
５
２
・
９
５
４
・
６
１
７
５

　図
書
室
休
館
の
お
知
ら
せ

　　
資
料
整
理
の
た
め
、
二
月
二
十
八
日
（
木
）

は
、
図
書
室
を
お
休
み
し
ま
す
。
三
月
一
日

（
金
）
か
ら
は
平
常
ど
お
り
利
用
で
き
ま
す
。

▼
問
合
せ
　
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
図
書
室
　

☎
２８
・
５
４
４
９

は
や

ま
ぼ
う
さ
く

▶問合せ　いずれも、社会教育センター図書室　☎２８・５４４９

おはなし会 町内２つのボランティア
グループによる、楽しい
おはなし会を開催します。

平
成
十
七
年
二
月
十
七
日
、
名
古

屋
空
港
の
機
能
が
変
更
さ
れ
た
。

国
際
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
は
閉
鎖

さ
れ
、
つ
な
が
る
県
道
は
前
日
ま

で
と
一
変
。
閑
散
と
し
て
容
易
に

徒
歩
で
横
断
で
き
る
ほ
ど
で
あ
っ

た
こ
と
に
衝
撃
を
受
け
た
。
そ
の

後
、
当
時
豊
山
町
側
に
あ
っ
た
管

制
塔
も
小
牧
市
の
自
衛
隊
側
に

移
っ
た
▼
あ
れ
か
ら
十
四
年
を
迎

え
る
。
県
営
空
港
の
利
用
者
は
増

加
傾
向
に
あ
り
、
国
際
線
だ
っ
た

エ
リ
ア
に
は
商
業
施
設
や
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
が
で
き
た
。Ｍ
Ｒ
Ｊ
の
組

立
工
場
を
含
め
、
ま
ち
の
魅
力
は

以
前
に
引
け
を
と
ら
な
い
▼
今
年

の
消
防
出
初
式
は
初
め
て
空
港
エ

プ
ロ
ン
で
開
催
し
た
。
す
ぐ
近
く

を
Ｆ
Ｄ
Ａ
機
や
小
型
機
が
離
着
陸

す
る
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
、
日
頃

の
訓
練
の
成
果
を
披
露
す
る
消
防

団
を
二
千
人
以
上
も
の
観
客
が
見

守
っ
た
。
関
連
イ
ベ
ン
ト
も
商
業

施
設
や
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
開
催
さ

れ
、
大
勢
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
っ

た
▼
消
防
団
が
行
進
し
た
場
所

は
、
変
革
の
象
徴
と
も
い
え
る
地

で
あ
る
。
か
つ
て
は
管
制
塔
が
あ

り
、
こ
れ
か
ら
は
完
成
し
た
Ｍ
Ｒ

Ｊ
が
工
場
か
ら
飛
び
立
つ
た
め
の

入
り
口
と
な
る
。
本
町
は
、
空
港

の
あ
る
ま
ち
か
ら
空
港
を
活
か
す

ま
ち
づ
く
り
へ
舵
を
切
っ
て
い

る
。


